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第2回衛生工学シンポジウム
1994.11北海道大学学衛交流会館

~フk王道方範言長老 G号フk露関蓋盤$1主主〉 とードフk
先住王監ァk喝壬事l..oJE開しアこ高虫霊雪宇欝O::::JJ芸寝方範修司

吉岡 亨 (札幌市下水道局工事部施設建設課)

1.はじめに

札幌市は人口 170万人を越える北方図の拠点都市であり，積雪寒冷地に位置することから，冬には

5mを結える降雪がある。 r雪対策j は札醜市が積極的に取り組んでしJかなければならない主要施策

の一つであり，その重要性は，冬期間の f雪対策jが昭和53年から連続して市政要望の第1{立を継続

中であることからもうかがえるo

札幌市では快適な冬の都市環境づくりjを詰標に総合的な雷対策施策の f雷さっぽろ21計画j

を策定しているが， この中でも下水道事業で実施する施策としてく流雪溝〉 く融雪槽> <融雷管〉が

重要な位置を占めており，大きな資産を有する下水道施設と冬期間で‘も安定した大きな熱量を有する

下水処理水への期待は大きく，また同時に，河川般に堆積され雷解け時に真っ黒t，I形骸をさらす雪捨

場の解消を図る-1坊となることができるなど¥その投書IJとしては大きなものがある。

このような状況の中で，札幌市原別下水処理場の汚水調整地(容盛 16，000rri')建設にあたり，冬

期間に余硲のできる汚水調鼓池容量 8，000rri'に下水処盟水を導水して大規模融雪槽として使用し.

下水道施設の有効利用と下水処理水の資源的利用を翻ることとした。

本施設の建設にあたっては，平成2年度に建設省より f積雪対策下水道事業jの採択をいただき 3

ヶ年をかけて施工してきた。

今回，平成5年1月に運転を開始したので，以下にその概要を報告するσ

2.融費槽の概要

融雪槽の概要を表… 1及び臨.:....1 "'"' 

2に示す。

高~雷槽の雪投入口は 6 箇所あり，除

雪された雪をトラックから直接投入し

ている。

投入された雷の副!雷方法としては，

汚水調整地で使用する空気撹枠設備を

そのまま用いた曝気能回流による融雪

を行っている。

融雪の際，除雪された雪に混入して

持ち込まれる異物や沈殿物は，機械設

備や人力により除去し トラックによ

り搬出し処分している。

表 1 融雪槽の概要

区分 JJi 自 ~股 内 '廿. 

汚水滋水・返送晋 '" 800閥 f = 432 m 

it!!1書 4 l地 5.0.11X' 42. Oml. X 6. 5.11 X 31'1 
容股 4.000，，1 X 4池田 6.000rr! 

m磁前tJl1H '" 600捌
汚水II1U在地

プロワ 3 it~ ・II'! I世妨JI:m
多段ター，t!プロワ 世300/250悶
110 m' /分・台 180 klf 

U~泥ポンプ 2 スクザュー'ï.l:flIlMm~!ンプ
3.0 m'/7}・台 7.5 I明

II~泥m司IH世話t l!lH 世1印刷

処p.ll水送水管 '" 1.800 mm R.盟 221回

滋哲水沼滋v.r '" 1. 800問 E出 227m 

地 1書 2 汚"1自2 句 水II1U在地 (4地〉の内の (2池}を使111
鼠~.000 ，，1 X 2池田 8.000rr!

用品 管 1雪 笥口 s簡所

プロワ 汚:'1!水気且m1n1E-tulH行I (3台}の内の(1台}を使m
を い員連宮効申告ilr.める

トラ7コン--<7 it殿1如宇i!l物等排出m

ホッパー
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国一 i 厚別融雪槽

露軍下水処1m水
闘激震水

図-2 厚別融雪槽概略図

3. 融富龍刀 U)~手足

融雪可能最の算定には式ー iで表される基本式を用いた。

式-1 より，高~!雷機使用時間中の処理水量をす0.000 nUIヨとすると慰!謡可能量Sは 10.000rrU日

と算定される。これは，処理水1rrl'当り雪 0.146rrl'(73kg)の融雪能力とみなすことができる。

ま九年間運転日数60日とすると，年間融雪可能量1:8口 6∞.000rrl'/年となり，全市雪捨場搬入
量(平成元年度実績).9.020. 000 rrl'/年の約7%に相当する。

融雪量 8 (rrl'/日)出
ηXQw XrwX (Tw .，-To) XCw X103 

1・5 X ( I Ts I X Cs 十J十ToX Cw ) X 103 
一一一 (1)

ここで， η :融解効率 (ー) Cw :処理水の比熱(1. Okca l/kgOC) 
Qw :処理水量 (nf!日) r 5 雪の密度 ( t/ rrl' ) 
rw 水の密度 (1. 0 t/ rrl') Ts 雪の温度 ( oC ) 

Tw 処理水水損 ( oC ) Cs 雪の比熱 ( O. 5kca l/kgOC) 
To 向上融解後水温 ( oC ) J 雪の融解潜熱 ( 80 I<ca I/kg) 
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いま Qw= 70.000 m"/Iヨ Tw=10.C. To口 o.C. η口 0.6. r 5 =0.5l/nt 
Ts口一 4.C とすると，

O. 6 x 70.000 x 1. 0 x ( 10 -0 ) x 1. 0 X 103 
融雪可能最 s= 

O. 5 x (1 -4 I x O. 5十 80+ 0 x 1. 0 ) X 103 

= 10.000 m"1日(投雷トラック約900台分に相当:1台 11.2m") 

4 .運転状況の概要

本融雪槽は平成5年1月に運転を開始したばかりであるが，その代表的な運転データを表ー2に示

す。

表-2より，流入処理水の水視は平均でも約14.Cあり，融雪後の平均水温は約10.Cとなっている。

融雪槽に持ち込まれる雪の最は変動があり，現在のところ設計融雪可能最の 10.000m"1臼までには
いたっていないが約 8.000m"1日の投雪があり十分な効果がうかがえる。また，融震後の平均水混
が約1Q.Cと高いことを考慮すると，設計融雪量の投警は可能であると思われる。

投雷によるポ 1)容器や発泡スチロールなどの浮遊混合物量は意外と多く. 1日で約250.eの浮遊物

が補集されている。

表… 2 融雪槽連結状況

im入水J'il 流入 融1li' 1野水滋 ℃ 流出
役台 雪数
高虫雪量t

E寺釦i 71<潟 水語2 <<8 考
d 'C No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 'C £口s、 πf 

10-12 8.900 14.9 11. 9 11.5 11. 4 13.1 13.0 13.3 13.2 。 。
12-14 9.000 14.9 14.1 13.8 13.8 13.8 13.7 14.0 13.8 33 370 

14-16 8.200 13.5 11. 3 10.8 11.4 11.1 11. 0 11. 5 10.9 67 750 

16-18 7.800 13.5 9.5 8.1 9.3 9.3 9.4 9.6 9.3 66 739 

18-20 7.700 13.5 11.1 11.1 11. 7 11.4 1l.4 11. 8 11. 3 。 。
20-22 8.300 13.4 12.6 12.3 12.4 12.6 13.0 12.6 12.4 46 515 

22-24 10.500 13.4 9.2 8.9 9.4 8.9 9.2 10.0 9.2 150 1.680 

0-2 9.900 13.4 7.3 8.0 7.7 8.8 8.2 7.9 7.9 88 986 

2-4 9.100 13.7 8.5 8.8 8.9 9.2 9.0 9.3 8.8 146 1.635 

4 -6 4.500 14.0 5.9 s.I 6.4 6.0 6.5 6.4 6.0 90 1.008 

6-8 3.700 14.1 7.3 7.5 7.6 s.5 s.5 s.5 6.7 27 302 

8 -10 6.000 14.1 8.4 8.6 9.0 7.7 8.0 8.2 7.7 。 。
合計 93.600 713 7.985 

平均 一 13.9 9.8 9.6 9.9 9.9 9.9 10.1 9.8 }一

5.おわりに

本融雪槽は札暁市の f雪対策jの期待を背負いその運転をスタートしたが，現在のところほぼ順調

に運転され予想どおりの成果を上げていると言える。しかしながら融雪槽事業はその緒についたばか

りであり，融雪量と必要撹t*空気最の関係を把躍し経済的・効率的な連結方法を確立することや放流
水質の調査，融雪終了時の底ffst1.:状把握など.今後とも継続的に調査を進めていく必要があるo

次回以降詳細な報告ができるようデータの集積を行うとともに，その成果が本rliだけでなく仰の積

雪寒冷地おける新たなる雪対策施設設計の一助となれば幸いである。

ワ臼ワ白qM 


